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令
和
４
年
８
月
29
日
に
安
比
高
原
に
開

校
し
た
ハ
ロ
ウ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス

ク
ー
ル
安
比
ジ
ャ
パ
ン(
ハ
ロ
ウ
安
比

校
）で
は
、体
験
や
訪
問
を
通
じ
て
、生
徒

が
互
い
の
文
化
を
理
解
し
、
新
た
な
視
点

を
持
て
る
よ
う
、
地
域
と
の
交
流
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
12
月
に
は
、
招
か
れ
て
訪
問
し
た

西
根
・
西
根
一・
安
代
の
３
中
学
校
の
生

徒
と
教
職
員
な
ど
学
校
関
係
者
を
前
に
、

英
国
式
パ
ン
ト
マ
イ
ム
※
と
い
わ
れ
る
英

ハ
ロ
ウ
安
比
校　

開
校
か
ら
１
年
半

語
劇
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
市
お
よ
び
県
で
は
ハ
ロ
ウ
安
比
校
の
開

校
に
先
立
ち
、ハ
ロ
ウ
安
比
校
を
運
営
す
る

学
校
法
人
Ｈ
．
Ａ
．
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

と
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、市

民
交
流
な
ど
地
域
振
興
の
た
め
に
相
互
に

　

鑑
賞
し
た
演
劇
は
、
最
初
か
ら
全
部
英
語

で
意
味
も
分
か
ら
ず
、
演
じ
て
い
る
人
の
テ

ン
シ
ョ
ン
も
含
め
て
戸
惑
っ
た
け
ど
、
身
振

り
手
振
り
の
動
き
な
ど
で
、
話
の
流
れ
は
理

解
で
き
ま
し
た
。
見
て
い
る
う
ち
に
演
技
に

引
き
込
ま
れ
、
最
後
に
は
演
じ
る
人
も
見
て

い
る
人
も
、
み
ん
な
ノ
リ
ノ
リ
に
な
り
、
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

将
来
、外
国
の
人
と
関
わ
る
機
会
が
た
く
さ

ん
あ
る
と
思
う
の
で
、英
語
を
も
っ
と
勉
強
す

れ
ば
、
今
後
の
役
に
立
つ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
１
年
目
を
終
え
、
長
期
休
み
を
挟
ん
で
戻
っ

て
き
た
子
ど
も
た
ち
は
、
ま
る
で
我
が
家
に

帰
っ
て
き
た
か
の
よ
う
に
嬉
し
そ
う
に
キ
ャ

ン
パ
ス
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
ハ
ロ
ウ
安
比
校

の
存
在
が
、
１
年
を
経
て
、
温
か
く
幸
せ
な
家

庭
の
よ
う
に
な
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

ハ
ロ
ウ
安
比
校
が
２
年
目
を
迎
え
た
所
感

　

ハ
ロ
ウ
安
比
校
は
室
内
で
も
室
外
で
も
学

び
を
提
供
で
き
る
学
校
で
す
。
安
比
高
原
の

自
然
に
出
て
い
く
子
ど
も
た
ち
の
活
動
の
数

は
無
限
で
、
人
と
し
て
成
長
す
る
に
あ
た
っ

て
必
要
と
考
え
る「
全
人
教
育
」※
に
と
て
も

大
事
な
環
境
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
ス
ポ
ー
ツ
、
芸
術
、
勉

強
に
お
い
て
、
他
者
と
切
磋
琢
磨
し
成
長
で

き
る
経
験
を
た
く
さ
ん
積
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
学
校
の
外
で
、
地
域
と
一
緒
に
行
え

ば
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
充
実
し
た
経

験
に
な
る
機
会
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
に
と
っ
て
豊
か
な
経
験
と
な
る
機
会
の

１
つ
が
、
ハ
ロ
ウ
安
比
校
か
ら
も
提
供
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

※学力だけでなく、個々の才能、人間性、社会人としての
スキルの育成なども大切にする包括的・多面的な教育

INTERVIEW INTERVIEW
も
っ
と
英
語
を
勉
強
し
て
い
き
た
い

交流活動・校外での活動

連
携
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　
市
内
の
子
ど
も
た
ち
と
ハ
ロ
ウ
安
比
校

で
学
ぶ
生
徒
と
の
交
流
に
加
え
、
事
業
所

や
施
設
な
ど
、
子
ど
も
世
代
に
限
ら
ず
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の
交
流
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、
国
際
理
解
が
進
む
よ
う
、
今
後
も

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

広
が
る 
活
動
の
フ
ィ
ー
ル
ド

市
内
中
学
生
に
英
語
劇
を
披
露

交
流
の
裾
野
を
多
分
野
に

　
安
比
の
自
然
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
こ
の

劇
は
全
て
英
語
で
行
わ
れ
、会
場
を
巻
き
込

む
演
出
が
組
み
込
ま
れ
た
内
容
に
、
当
初
、

戸
惑
っ
た
様
子
を
見
せ
た
生
徒
た
ち
。

し
か
し
、
身
振
り
手
振
り
な
ど
、
体
全
体

を
使
っ
た
演
技
に
、
次
第
に
ス
ト
ー
リ
ー

を
理
解
し
た
様
子
で
、
出
演
し
た
役
者
か

ら
の
問
い
か
け
に
も
生
徒
が
積
極
的
に
答

え
る
な
ど
、
最
後
は
手
拍
子
や
拍
手
な
ど

で
大
盛
り
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
劇
の
終
了
後
に
各
中
学
校
の
代

表
の
生
徒
が
、
英
語
で
感
謝
の
ス
ピ
ー
チ

を
す
る
と
、
ハ
ロ
ウ
安
比
校
の
生
徒
か
ら

も
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

1２

３

４５

６

講師　麹屋もとみや　本宮 啓
けい

 社長

あっぴリレーマラソン大会参加

生徒による市内老人ホーム訪問

ハロウ安比校開校

焼走り国際交流村で野外活動

市小学校陸上競技会に参加
＿写真６

安代中学校へ訪問、音楽交流

西根中学校の男女バスケット
チームを迎え交流

西根・松尾中学校合同サッカー
チームと交流試合５

安代中学校とのバスケット交流
＿写真７

地域交流の軌跡

松尾中学校とスポーツなどを通
じて交流＿写真４

2
0
2
2

2
0
2
3

一部のみ掲載

　美味しさのもとになるものが、麹
の力で発酵したものだと説明するの
は難しかったですが、食に関する感
覚は変わらないように感じました。
　自分たちも商品を海外に展開して
いますが、伝え方を工夫する必要が
あると実感しています。

麹屋もとみやを迎え、味噌づくり
ワークショップを開催

文化が異なっても、食の感覚は同じ

スキー交流大会ジャパン
カップを開催＿写真３　

ハロウ安比校生徒による英語劇
を市内中学生が鑑賞＿写真１、２

　

 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
交
流
試
合
終
了
後
、

ハ
ロ
ウ
安
比
校
生
徒
と
健
闘
を
た
た
え
合
う

安
代
中
３
年
の
杉
本
海か

い
せ
い晟
さ
ん（
左
）

７

安
比
の
教
育
環
境
に
つ
い
て

地
域
と
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
き
た
い
か

進
む
　
地
域
交
流

髙橋 春
は る き

樹さん
（西根中２年） 

ハロウインターナショナル
スクール安比ジャパン
スティーブン・トン校長

8/29

9/11

11/12

11/15

10/4

10/28

11/1

11/18

12/13

3/19

6/17
18

9/13

11/24

※　一般的に想像する無言のショーではなく、観客も
　巻き込んで展開される英国の伝統的な舞台。

　

開
校
以
来
、
県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所

へ
訪
問
し
た
り
、
市
内
の
中
学
生
を
招
い

た
り
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
体
験
学
習
と

交
流
を
積
み
重
ね
る
ハ
ロ
ウ
安
比
校
の
こ

れ
ま
で
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。
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大
会
結
果
の

S K I
◎
第
73
回
県
中
学
校
ス
キ
ー
大
会（
１
月
12~

15
日
、安
比
高
原
ス
キ
ー
場
ほ
か
）　
※
入
賞
は

６
位
ま
で

【
男
子
】◇
ア
ル
ペ
ン
▼
大
回
転　
❶
八
幡
陸り

く
と斗

（
西
根
）❹
佐
々
木
知ち

ひ
ろ洋（
松
尾
）▼
回
転　
❷
八

幡
陸
斗

◇
距
離
▼
ク
ラ
シ
カ
ル　

❻
佐
藤
寛ひ

ろ
や也（

安
代
）

▼
リ
レ
ー（
４
人
）　
❸
松
尾（
工
藤
颯そ

う
ま真
、
林

紘こ
う
た
ろ
う

太
郎
、
渡
辺
鳳お

お
が嘉

、
石
川
朋と

も

）

◇
ジ
ャ
ン
プ　
❶
松
田
瑛え

い
と翔（
松
尾
）

◇
複
合　
❶
松
田
瑛
翔

◇
学
校
対
抗　
❸
松
尾
❹
西
根

【
女
子
】◇
距
離
▼
ク
ラ
シ
カ
ル　

❸
小
山
田

凛り
の
ん音（
安
代
）❺
川
又
倫り

ん（
安
代
）▼
フ
リ
ー　

❸
小
山
田
凛
音
❹
川
又
倫
▼
リ
レ
ー（
３
人
）　

❶
安
代（
小
山
田
凛
音
、
佐
藤
心こ

こ
な花
、
川
又
倫
）

❸
松
尾（
佐
々
木
心こ

は
る遥

、山
本
徠く

れ
あ愛

、下
川
紗さ

な奈
）

◇
ジ
ャ
ン
プ　
❶
工
藤
柚ゆ

ず
か佳（
西
根
）

◇
学
校
対
抗　
❷
安
代

◎
第
73
回
県
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会（
１
月

12~

15
日
、安
比
高
原
ス
キ
ー
場
ほ
か
）　
※
入

賞
は
３
位
ま
で

【
男
子
】◇
ア
ル
ペ
ン
▼
大
回
転　
❶
山
下
希き

ふ
う風

（
平
舘
）
❷
石
川
岳が

く（
平
舘
）
▼
回
転　
❶
山
下
希

風
❸
中
軽
米
拓た

く
と人（
盛
岡
中
央
、
松
尾
中
卒
）

◇
ジ
ャ
ン
プ　
❶
山
本
宇そ

ら宙（
盛
岡
中
央
、
安
代

中
卒
）❷
伊
藤
煌こ

う
が牙（
盛
岡
中
央
、
松
尾
中
卒
）

◇
複
合　
❶
伊
藤
煌
牙
❷
山
本
宇
宙

◇
学
校
対
抗　
❸
平
舘

【
女
子
】◇
ア
ル
ペ
ン
▼
大
回
転　

❶
阿
部

美み

り

あ

莉
亜（
盛
岡
中
央
、
松
尾
中
卒
）
▼
回
転　

❶
阿
部
美
莉
亜

◇
距
離
▼
ク
ラ
シ
カ
ル　
❷
小
山
田
凛り

ん
か花（
盛
岡

南
、
安
代
中
卒
）
▼
フ
リ
ー　
❸
小
山
田
凛
花

◎
第
６4
回
県
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
種
目（
１
月
12~

15
日
、
矢
神
飛
躍
台
ほ
か
）　

※
入
賞
は
６
位
ま
で

【
男
子
】◇
ジ
ャ
ン
プ　
❷
永
井
健た

け
ひ
ろ弘（
盛
岡
市

役
所
）
❸
永
井
陽よ

う
い
ち一（
市
ス
キ
ー
連
盟
）❹
山
本

宇
宙
❺
伊
藤
煌
牙

◇
複
合　
❷
永
井
陽
一
❸
伊
藤
煌
牙
❹
山
本
宇
宙

【
女
子
】◇
距
離
▼
ク
ラ
シ
カ
ル　
❷
小
山
田
凛

花
▼
フ
リ
ー　
❸
小
山
田
凛
花

◎
第
５
回
県
小
学
生
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス

キ
ー
大
会
兼
２
０
２
４
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ス

キ
ー
選
手
権
大
会
県
予
選
会（
１
月
12~

15
日
、

田
山
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
）　
※
入
賞

は
６
位
ま
で

【
男
子
】◇
距
離
▼
ク
ラ
シ
カ
ル　

▽
低
学
年　

❶
佐
藤
翔か

け
る大（
安
代
ＳＳ
）❻
舘
柳
喜き

げ
ん元（
松
尾
Ｘ

Ｃ
Ｓ
）▽
高
学
年　

❶
成
田
元げ

ん
き気（
田
山
ＳＳ
）

❷
工
藤
真ま

さ
き樹（
安
代
ＳＳ
）❸
佐
藤
友ゆ

う
し司（
安
代
ＳＳ
）

▼
フ
リ
ー
▽
高
学
年　

❶
工
藤
真
樹
❷
成
田
元

気
❸
佐
藤
友
司
▼
リ
レ
ー（
３
人
）　
❶
安
代
ＳＳ

（
佐
藤
翔
大
、
佐
藤
友
司
、
工
藤
真
樹
）❷
田
山

ＳＳ（
安
保
皇こ

う
が河

、
八
幡
岳た

け
る、

成
田
元
気
）

【
女
子
】◇
距
離
▼
ク
ラ
シ
カ
ル
▽
高
学
年　

❶
阿
部
藍あ

い
り凛（

田
山
ＳＳ
）❸
小
山
田
凛り

こ心（
安
代

ＳＳ
）▼
フ
リ
ー
▽
低
学
年　
❷
阿
部
凛り

い
さ咲（

田
山

ＳＳ
）▽
高
学
年　

❶
阿
部
藍
凛
❸
小
山
田
凛
心

❹
岩
渕
六り

っ
か花（
松
尾
Ｘ
Ｃ
Ｓ
）❻
安
保
麗れ

の
ん音（
田

山
ＳＳ
）▼
リ
レ
ー（
３
人
）　
❸
田
山
ＳＳ（
安
保
麗

音
、阿
部
凛
咲
、
阿
部
藍
凛
）

◎
第
7６
回
県
民
体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
・
国

ス
ポ
少
年
組
選
手
選
考
会（
１
月
19~

21
日
、
安

比
高
原
ス
キ
ー
場
ほ
か
）　
※
入
賞
は
３
位
ま
で

【
男
子
】◇
ア
ル
ペ
ン
▼
大
回
転
▽
少
年
❶
石
川
岳

❷
山
下
希
風
▽
成
年
Ｂ　
❸
高
橋
翔し

ょ
う
た大（
岩
手
朝
日

テ
レ
ビ
）▽
成
年
Ｇ　
❶
伊
藤
浩ひ

ろ
し（

安
代
ス
キ
ー
協

会
）▽
成
年
Ｈ　
❶
田
村
幸ゆ

き
お男（
松
尾
ス
キ
ー
協
会
）

◇
距
離
▼
ク
ラ
シ
カ
ル
▽
成
年
Ｃ
５
㌔　
❸
八

幡
和か

ず
き樹（
安
代
ス
キ
ー
協
会
）▽
成
年
Ｉ
５
㌔　

❸
安
保
英ひ

で
あ
き明（

安
代
ス
キ
ー
協
会
）▽
成
年
Ｊ

３
㌔　

❸
安
保
文ふ

み
あ
き昭（
安
代
ス
キ
ー
協
会
）

▽
成
年
Ｋ
３
㌔　
❶
工
藤
英ひ

で
お雄（
安
代
ス
キ
ー
協
会
）

◇
ジ
ャ
ン
プ
▽
少
年　
❶
山
本
宇
宙
❷
伊
藤
煌

牙
▽
成
年
Ｂ　
❶
永
井
健
弘
❷
永
井
秀ひ

で
あ
き昭（

安

代
ス
キ
ー
協
会
）

◇
複
合
▽
少
年　

❶
伊
藤
煌
牙
❷
山
本
宇
宙

▽
成
年
Ｂ　
❶
永
井
秀
昭
❷
永
井
陽
一

【
女
子
】◇
ア
ル
ペ
ン
▼
大
回
転
▽
少
年　

❶
阿

部
美
莉
亜
▽
成
年
Ｅ　
❸
千
田
亜つ

ぐ
み美（
安
代
ス

キ
ー
協
会
）
◇
距
離
▼
ク
ラ
シ
カ
ル
▽
少
年
５
㌔　

❸
小
山
田
凛
花
▽
成
年
女
子
Ｄ
５
㌔　

❶
金
丸

鹿か
の
こ子

▼
リ
レ
ー（
３
人
×
２・４
㌔
）　

❶
八
幡
平

市（
高
橋
美み

よ

こ
代
子
、
山
本
千ち

づ
る鶴

、
金
丸
鹿
子
）

【
市
町
村
対
抗
】◇
市
▼
男
子　
❷
八
幡
平
市

◎
第
６0
回
東
北
中
学
校
ス
キ
ー
大
会（
１
月
21・

22
日
、矢
神
飛
躍
台
ほ
か
）　
※
入
賞
は
8
位
ま
で

【
男
子
】◇
ジ
ャ
ン
プ　

❶
松
田
瑛
翔

◇
複
合　

❸
松
田
瑛
翔

【
女
子
】◇
距
離
▼
リ
レ
ー（
３
人
×
３
㌔
）　

❸
安
代（
小
山
田
凛
音
、
佐
藤
心
花
、
川
又
倫
）

◇
ジ
ャ
ン
プ　

❹
工
藤
柚
佳

◎（
一
社
）日
本
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
連
盟
公
認
第

33
回
東
日
本
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
選
手
権
大
会（
１

月
26~

28
日
、
田
山
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
場
）　

※
入
賞
は
6
位
ま
で

▼
７・５
㌔
マ
ス
ス
タ
ー
ト　
❷
八
幡
和
樹（
県

バ
イ
ア
ス
ロ
ン
連
合
）▼
15
㌔
マ
ス
ス
タ
ー
ト

❶
山
本
竜り

ゅ
う（
自
衛
隊
体
育
学
校
）

◎
第
52
回
松
尾
地
区
ス
キ
ー
大
会（
２
月
３
日
、

八
幡
平
リ
ゾ
ー
ト
パ
ノ
ラ
マ
ス
キ
ー
場
ほ
か
）　

※
松
尾
地
区
の
順
位
で
、
掲
載
は
１
位
の
み

【
男
子
】◇
ア
ル
ペ
ン
▼
小
学
生
▽
４
年　
下
川

雄ゆ
う
せ
い聖（
松
野
）▽
５
年　
松
尾
俊と

し
き希（
松
野
）▽
６
年　

小
林
友と

も
は
る春（

柏
台
）
▼
一
般　
伊
藤
洋よ

う
い
ち一

◇
距
離
▼
小
学
生
▽
４
年　

林
颯さ

つ
き希（

寄
木
）

▽
５
年　
伊
藤
悠ゆ

う
が牙（
柏
台
）▽
６
年　
工
藤
真

樹（
松
野
）
▼
中
学
生　
石
川
朋

▼
リ
レ
ー（
３
人
）▽
４
年　
松
野（
大
巻
勇は

や
と人
、山

本
海が

が輝
、
下
川
雄
聖
）▽
５
年　
柏
台（
石
川
愁し

ゅ
う、

伊
藤
悠
牙
、
工
藤
真ま

お大
）▽
６
年　
寄
木（
髙
橋

孝こ
う
た太
、
吉
田
琉る
い生
、
髙
橋
慶け

い
ご悟
）▽
中
学
生　
松

尾
中（
渡
辺
鳳
嘉
、
羽
澤
諒り

ょ
う
ま真

、
石
川
朋
）

【
女
子
】◇
ア
ル
ペ
ン
▼
小
学
生
▽
４
年　
松
村

風ふ
う
か花（

寄
木
）▽
５
年　
髙
橋
柑か

ん
な奈（

柏
台
）▽
６
年　

小
野
寺
李り

お緒（
松
野
）

◇
距
離
▼
小
学
生
▽
４
年　
岩
渕
六
花（
柏
台
）

▽
５
年　

高
橋
叶か

な
み望（

寄
木
）▽
６
年　

遠
藤

希の

の

あ々愛（
寄
木
）

▼
リ
レ
ー（
３
人
）
▽
４
年　
柏
台（
岩
渕
六

花
、
又
重
結ゆ

い
な絆
、
木
村
ひ
ま
り
）▽
５
年　
柏

台（
小
野
寺
柚ゆ

ず
は羽

、
髙
橋
柑
奈
、
田
代
杏あ

ん
な奈

）

▽
６
年　
寄
木（
伊
藤
心こ

こ
な那

、
遠
藤
希
々
愛
、

髙
橋
か
り
な
）

◎
第
17
回
北
東
北
学
童
ジ
ャ
ン
プ
大
会（
２
月
４

日
、
矢
神
飛
躍
台
）
※
入
賞
は
6
位
ま
で

▽
低
学
年
ス
モ
ー
ル
ヒ
ル　
❸
関
陽ひ

な
み心（
安
代
）

▽
高
学
年
ス
モ
ー
ル
ヒ
ル　
❺
成
田
元
気
❻
関

栞か
ん
な和（
安
代
）

◎
三
ケ
田
礼
一
杯
第
32
回
市
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
選

手
権
大
会
兼
安
代
地
区
小
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

（
２
月
10
日
、
田
山
ス
キ
ー
場
ほ
か
）　
※
掲
載
は

三
ケ
田
礼
一
杯
市
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
選
手
権
大

会
１
位
の
み

【
男
子
】◇
ア
ル
ペ
ン
▼
小
学
生
▽
１
年　
藤
田

晴は
る
ひ
と仁（

松
野
）▽
２
年　
小
船
大た

い
よ
う陽（

安
代
）▽
３
年　

藤
田
一か

ず
は
る晴（
松
野
）▽
４
年　
池
元
真な

お
と登（
安
代
）

▽
５
年　

小
船
竜り

ゅ
う
じ
ん臣（

安
代
）▽
６
年　

齋
藤

廣こ
う
た
ろ
う

太
郎（
安
代
）▼
中
学
生
▽
１
部　
立
花
陽は

る
と和

（
安
代
）▽
２
部　
工
藤
彪と

ら
じ司（
安
代
）

◇
距
離
▼
小
学
生（
ク
ラ
シ
カ
ル
）▽
１
年
０
・

８
㌔　

畠
山
陽は

る
と人（
安
代
）▽
２
年
０
・
８
㌔　

工
藤
泰た

い
へ
い平（

田
山
）
▽
３
年
１
・
６
㌔　
佐
藤
翔

大（
安
代
）
▽
４
年
１
・
６
㌔　
八
幡
岳（
田
山
）

▽
５
年
３
㌔　
舘
柳
龍り

ょ
う
せ
い
生（
松
野
）
▽
６
年
３
㌔　

成
田
元
気（
田
山
）▼
中
学
生（
フ
リ
ー
）▽
１
部

６
㌔　
石
川
朋
▽
２
部
３
㌔　
安
保
和や

ま
と（

安
代
）

◇
ジ
ャ
ン
プ
▼
低
学
年（
１~

４
年
）　
小
船
大
陽

▼
高
学
年（
５・６
年
）　
成
田
元
気

【
女
子
】◇
ア
ル
ペ
ン
▼
小
学
生
▽
１
年　
❶
池

元
史ふ

み
か奏（

安
代
）▽
２
年　
鈴
木
希の

ぞ
み（

松
野
）▽
３
年　

村
上
慶よ

し
か香（

安
代
）▽
４
年　
佐
々
木
華は

な（
大
更
）

▽
５
年　
藤
田
結ゆ

な愛（
松
野
）▽
６
年　
八
幡
美み

さ
き咲

（
田
山
）
▼
中
学
生
▽
２
部　
小
林
愛ま

な
か佳（

安
代
）

◇
距
離
▼
小
学
生（
ク
ラ
シ
カ
ル
）▽
１
年
０
・

８
㌔　
田
中
静し

ず
か（

安
代
）▽
２
年
０
・
８
㌔　
関

優ゆ

い

な
衣
奈（
安
代
）▽
３
年
１
・
６
㌔　
佐
々
木
唯ゆ

い

（
安
代
）▽
４
年
１
・
６
㌔　
岩
渕
六
花
▽
５
年

３
㌔　
小
山
田
凛
心（
安
代
）▽
６
年
３
㌔　
阿

部
藍
凛（
田
山
）▼
中
学
生（
フ
リ
ー
）▽
２
部

３
㌔　
畠
山
嘉か

り

な

莉
来（
安
代
）

◇
ジ
ャ
ン
プ
▼
低
学
年（
１~
４
年
）　
関
陽
心

▼
高
学
年（
５・６
年
）　
関
栞
和

【
混
合
】◇
距
離
▼
小
学
校
ク
ラ
シ
カ
ル
▽
リ

レ
ー（
０
・
８
㌔
×
４
人
）　
田
山
Ａ（
安
保
皇
河
、

阿
部
藍
凛
、
安
保
麗
音
、
成
田
元
気
）

◎
第
６1
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会（
２
月
7
～

10
日
、
長
野
県・
野
沢
温
泉
シ
ャ
ン
ツ
ェ
ほ
か
）　

※
入
賞
は
10
位
ま
で

【
女
子
】◇
距
離
▼
リ
レ
ー（
３
㌔
×
４
人
）　
❼
岩

手（
川
又
倫
ほ
か
）
◇
ジ
ャ
ン
プ 

➓
工
藤
柚
佳

お
知
ら
せ

Ski Jumping

Cross Country
skiing

Alpine skiing

◎
第
56
回
岩
手
県
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大
会（
５

年
12
月
９
・
10
日
、
県
営
ス
ケ
ー
ト
場
）
※
入

賞
は
３
位
ま
で

◇
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技

【
男
子
】▼
１
０
０
０
㍍　
❸
武
田
大だ

い
き輝（

西
根
）　

▼
１
５
０
０
㍍　
❷
武
田
大
輝

【
女
子
】▼
５
０
０
㍍　
❶
武
田
愛め

い生（
西
根
）　

▼
１
０
０
０
㍍　
❶
武
田
愛
生

◎
第
45
東
北
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大
会（
５
年
12

月
22
～
24
日
、山
形
県・
山
形
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
）
※
入
賞
は
６
位
ま
で

◇
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技

【
女
子
】▼
５
０
０
㍍　
❷
武
田
愛
生　

▼
１
０
０
０
㍍　
❶
武
田
愛
生

ス
ケ
ー
ト
競
技
の
結
果

Biathlon
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６年
度は個

人宛てに送付します

けんしん（健診・がん検診）の内容 　「けんしん」は、健診・がん検診・その他検診に区
分されます。対象や検査内容は下表の通りです。

　大腸がん検診を受ける際には、右記の配布場所から
専用容器を事前に受け取り、採便をして、検診日に持
参してください。

『
け
ん
し
ん
』に
行
こ
う

　
県
は
、が
ん
検
診
の
受
診
率
の
目
標
を
50

㌫
と
掲
げ
て
い
ま
す
。本
市
が
昨
年
度
に
実

施
し
た
が
ん
検
診（
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
・

胃
が
ん
・
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
）全
体
の

受
診
率
は
29
㌫
に
と
ど
ま
り
ま
す
。
中
で

も
、
胃
が
ん
検
診
は
受
診
率
が
最
も
低
く
、

６
人
に
１
人
し
か
検
診
を
受
け
て
い
な
い

状
況
で
す（
右
下
グ
ラ
フ
）。こ
の
よ
う
な
中

で
も
検
診
を
き
っ
か
け
に
、年
に
数
人
は
が

ん
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
が
ん
検
診
は
、
早
期
発
見
や
、
そ
の
後

の
診
断
と
適
切
な
治
療
に
結
び
つ
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
を
低

下
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
無
料
で
行
っ

て
い
ま
す
。

　
未
来
の
自
分
の
健
康
の
た
め
に
、
必
ず

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　「
け
ん
し
ん（
健
診
・
が
ん
検
診
）」を
受
診
す
る
と
、
病
気
の
早
期
発
見

や
、
自
覚
症
状
の
無
い
ま
ま
進
行
す
る
生
活
習
慣
病
の
予
防
な
ど
、
現
在
の

自
分
の
体
の
状
態
を
知
り
、
健
康
管
理
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
少
し
だ
け
時
間
を
割
い
て
、
自
分
の
体
と
向
き
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

特
定
・
長
寿
健
診
も
忘
れ
ず
に

未来の私の、元気のために 年
に
１
度
は
カ
ラ
ダ
を
チ
ェ
ッ
ク

　
特
定
健
診
・
長
寿
健
診
は
、
内
臓
脂
肪

の
蓄
積
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
糖
尿

病
、
高
血
圧
症
、
脂
質
異
常
症
な
ど
の
生

活
習
慣
病
の
発
症
を
予
防
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
県
は
特
定
健
診
の
受
診
率
60
㌫
を
目
標

に
し
て
い
ま
す
が
、
５
年
度
の
受
診
率
は

35
・
２
㌫
と
、
が
ん
検
診
全
体
の
受
診
率

よ
り
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
は
、
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞

な
ど
の
命
に
関
わ
る
病
気
を
引
き
起
こ
す

要
因
と
な
り
ま
す
が
、
自
覚
症
状
が
な
い

※
市
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
以
外
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
て
、
健
診
を
希
望
す
る
人
は
、
加
入

し
て
い
る
健
康
保
険
者
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

特
定
保
健
指
導
で
生
活
改
善

　
市
は
、
特
定
健
診
の
結
果
、
生
活
習
慣

病
の
発
症
リ
ス
ク
が
高
く
、
特
定
保
健
指

導
の
効
果
が
多
く
期
待
で
き
る
と
判
定
さ

れ
た
人
を
対
象
に
、
特
定
保
健
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。
保
健
師
ま
た
は
管
理
栄

養
士
が
運
動
習
慣
や
食
生
活
、
喫
煙
と

い
っ
た
生
活
習
慣
を
見
直
す
た
め
の
ア
ド

【令和５年度がん検診受診率】

た
め
、
早
期
発
見
に
は
定
期
的
に
健
診
を

受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
重
大
な
病
気
の
リ
ス
ク
を
見
逃
さ
な
い

よ
う
、
年
に
1
回
の
特
定
健
診
を
必
ず
受

け
ま
し
ょ
う
。

肺がん

35.5％
大腸がん

35.7％
胃がん

16％

乳がん

29.7％
子宮頸がん

23.9％

バ
イ
ス
な
ど
、

生
活
習
慣
病
の

予
防
・
改
善
の

サ
ポ
ー
ト
を
行

い
ま
す
。

　
対
象
と
な
っ

た
人
は
必
ず
受

け
ま
し
ょ
う
。

　令和元年以降「けんしん」を受けている人に受診票・受検票を送付します。
封筒が届いたら必ず開封して、送付物を確認してください。
※30歳以上の人で、受診票・受検票が届いた後に市国民健康保険へ加入し
た場合や住所・氏名などの変更があった場合は連絡してください。

種類 対象 検査内容 持ち物

健
診

国保30代健診
市国民健康保険加入者

血圧、尿検査、血液検査、腹囲測定、心電図、眼
底検査、身長・体重測定 健康診断受診票

保険証
特定健診

長寿健診 後期高齢者医療保険加入者 血圧、尿検査、血液検査、身長・体重測定

が
ん
検
診

大腸がん 35歳以上
便潜血検査（専用の容器に２日分採便して提出
する検査）

健康診断受診票

検診容器

肺がん（結核）
40歳以上
★65歳 以 上 は 結 核 検 診 を 兼
ねる

胸部レントゲン検査
※50歳以上で、問診により必要と判断された人
は喀

か く た ん

痰細胞診を実施
健康診断受診票

前立腺がん 50歳以上の男性
血液検査
※前立腺疾患で経過観察、治療中の人は対象外

健康診断受診票

胃がん 40歳以上
胃部 X 線検査（バリウムを飲み、胃内部をX線で
撮影）

受検票（白色）

乳がん 40歳以上の偶数年齢の女性 マンモグラフィー（乳房X線検査） 受検票（ピンク色）

子宮頸がん 20歳以上の偶数年齢の女性 内診、細胞診検査、超音波検査 受検票（黄色）

そ
の
他
検
診

肝炎ウイルス
40歳以上で肝炎の治療や検査
を受けたことがない人

血液検査 健康診断受診票

骨粗しょう症
20～70歳 の５ 歳 刻 み 年 齢 の
女性

超音波による、かかとの骨密度検査
※骨粗しょう症で経過観察、治療中の人は対象外

健康診断受診票

大腸がん検診容器配布場所

健康福祉課、西根・安代各総合支所、田山支所、各コミセン
（荒屋・田山を除く）、松尾鉱山資料館

受診票・受検票は３月下旬に黄色の
封筒で送付します。

令
和
元
年
以
降
け
ん
し
ん
を
受
け
て
い
な
い
人

※電話、インター
ネットからの申し
込みの場合、受診
票・受検票が手元
に届くまで１週間
程度時間がかかる
場合があります。

　その場で受診票・受検票を発行し
ます（10分程度かかります）。

　電話で申し込みできます。 　パソコン・スマー
トフォンから申し
込みできます。

市民課窓口 電話 インターネット

■
問
い
合
わ
せ
先
　
特
定
健
診
　
市
民
課
国
保
年
金
係（
☎
・
内
線
１
0
7
6
）

　
　
　
　
　
　
　
　
が
ん
検
診
　
健
康
福
祉
課
健
康
推
進
係（
☎
・
内
線
１
１
9
0
）

　令和元年以降、市が実施する「けんしん（健診・がん検診）」を１度も受けていない人には、
受診票・受検票は送付しません。受診を希望する場合は、以下の方法で申し込んでください。

申込フォームはこちら

0607 No.345 ◎2024．3.7
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子育てＮＥＷＳ
表①　一時保育をしている市内の保育施設
区分 施設名 対象児童 電話番号

公立

寺田保育所

２歳児から

77-2328
松尾保育所 68-7773
柏台保育所 78-2002
田山保育所 73-2155

私立

東慈寺保育園 満１歳から 76-3236
杉の子こども園

生後８週から

76-3345
大更こども園 76-3526
平舘こども園 74-2025

あしろこども園 72-2431
森の子保育園 70-1880

畑保育園 72-5511

ままいろはうす 生後８週から
２歳まで

090-3368
-4810

※公立保育所は４月１日現在の年齢です。

表②　公立保育所の利用料（日額）
現住所 ２歳児 ３歳児 ４・５歳児
市 内 2,000円 1,500円 1,000円
市 外 4,000円 3,000円

※利用後に納付書を送付しますので、指定の金融機
　関で支払ってください。

保育施設に入っていない児童も保育施設に入っていない児童も
一時的に預かります一時的に預かります

　通院や冠婚葬祭などのほか、育児を頑
張っている保護者のリフレッシュのため、
児童を保育施設に預けることができます。 詳細はこちら

　一時保育をしている市内の保育施設と対象児童の
年齢は表①のとおりです。
◆保育時間　公立保育所は午前8時半から午後４時
半まで
◆利用料　公立保育所は表②のとおり
※私立保育施設の保育時間と利用料は、施設によっ
て異なるので、各保育施設に問い合わせてください。
また、利用料以外に実費が必要な場合があります。
◆申請方法　利用する保育施設へ事前に申し込んで
ください（公立保育所は１週間前まで）。
※持ち物などは、各保育施設に問い合わせてください。
※利用人数や行事によって、預かることができない
場合があります。

市地域包括支援センター ☎・内線1088

　

市
は
認
知
症
の
人
が
行
方
不
明
に

な
っ
た
と
き
の
早
期
発
見
と
保
護
に

つ
な
げ
る
た
め
、
ひ
と
り
歩
き
行
動

が
認
め
ら
れ
る
本
人
を
介
護
す
る
家

族
に
対
し
、
G
P
S
機
器
を
購
入
す

認
知
症
高
齢
者
を
見
守
る
家
族
へ

認
知
症
高
齢
者
を
見
守
る
家
族
へ

　
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

　
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

る
経
費
の
一

部
を
補
助
し

て
い
ま
す
。

一般的な大
きさのGPS

　
こ
の
事
業
は
本
人
を
守
る
と
と
も

に
家
族
の
不
安
解
消
を
目
的
と
し
た

も
の
で
す
。

■
G
P
S
で
何
が
で
き
る
の
？

　

G
P
S
機
器
を
本
人
が
身
に
着

け
て
お
く
こ
と
で
、
１
人
で
外
出
し

て
い
る
時
で

も
、
家
族
が
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
パ
ソ
コ
ン
で

現
在
地
を
確
認

す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
補
助
を
受
け
る
た
め
に
は

　
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
申

請
の
窓
口
で
す
。
①
補
助
金
交
付

申
請
書
の
提
出 ⇧

 

②
G
P
S
機
器

の
購
入 ⇧

 

③
市
に
請
求
書
を
提
出 
⇧

 

④
補
助
金
の
受
け
取
り

※

機
器
購
入
後
の
申
請
は
、
補
助
の

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
事
業
の
利
用
に
当
た
り
盛
岡
広
域

シ
ル
バ
ー
ケ
ア
S
O
S
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
に
登
録（
無
料
）が
必
要

で
す
。
ま
ず
は
本
人
の
状
態
な
ど
を

確
認
し
ま
す
の
で
、
市
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
盛
岡
広
域
シ
ル
バ
ー
ケ
ア
S
O
S

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
と
は

　
氏
名
、生
年
月
日
、身
体
的
特
徴
、

写
真
な
ど
を
事
前
に
警
察
署
に
登
録

し
ま
す
。行
方
が
分
か
ら
な
く
な
り
、

家
族
が
警
察
へ
連
絡
す
る
と
、
即
座

に
各
関
係
機
関（
警
察
署
、
市
健
康

福
祉
課
、
消
防
署
）に
情
報
が
伝
わ

り
、
早
期
発
見
に
つ
な
げ
る
仕
組
み

で
す
。

　
登
録
後
に
、
市
か
ら
登
録
番
号
が

入
っ
た
ス
テ
ッ
カ
ー
を
配
布
し
ま

す
。
こ
れ
を
普
段
履

く
靴
や
杖
な
ど
に

貼
っ
て
お
く
こ
と

で
、
自
分
で
名
前
や

住
所
を
話
せ
な
い
人

で
も
本
人
確
認
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ステッカー見本

八幡平市●●●

登録ナンバー

介護のココロ
市地域包括支援センター ☎・内線1088

地
域
医
療
を
守
る
た
め
に

適
切
に
医
療
機
関
を

受
診
し
ま
し
ょ
う

　

休
日
や
夜
間
に
救
急
外
来
を
受
診
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

医
療
従
事
者
に
過
度
の
負
担
が
生
じ
る
と
、地
域
の
救
急
医
療
体

制
が
維
持
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

大
切
な
命
を
救
う
た
め
に
、
日
ご
ろ
の
医
療
機
関
の
か
か
り

方
を
再
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
子
ど
も
が
、
夜
間
や
休
日
に
発
熱
な
ど

　
か
か
り
つ
け
医
と
は
、
普
段
の
健
康
管

理
や
日
常
的
な
初
期
の
診
療（
風
邪
の
診

　
コ
ン
ビ
ニ
受
診
と
は
、一
般
的
に
外
来
診

療
を
行
っ
て
い
な
い
休
日
や
夜
間
に
、緊
急

性
の
な
い
軽
症
患
者
が
病
院
の
救
急
外
来

を
自
己
都
合
で
受
診
す
る
行
為
で
す
。

　
「
平
日
は
仕
事
や
学
校
が
休
め
な
い
か

ら
」「
夜
で
も
や
っ
て
い
る
か
ら
」な
ど
の

理
由
で
、
安
易
に
救
急
外
来
を
受
診
す
る

と
、
緊
急
を
要
す
る
重
症
患
者
へ
の
対
応

の
遅
れ
や
、
医
師
の
過
重
労
働
の
原
因
と

な
る
な
ど
地
域
医
療
に
必
要
以
上
の
負
担

が
生
じ
ま
す
。

　
救
急
医
療
を
必
要
と
す
る
人
が
安
心
し

て
受
診
で
き
る
よ
う
に
、
急
な
症
状
で
な

い
場
合
は
、
平
日
の
日
中
に
か
か
り
つ
け

医
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
救
急
相
談
電
話

（
＃
8
0
0
0
）を
活
用
し
ま
し
ょ
う

か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

コ
ン
ビ
ニ
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
こ
れ
ま
で
休
日
当
番
医
は
、
日

曜
日
と
休
日
に
実
施
し
て
い
ま
し

た
が
、
４
月
以
降
は
、
市
内
医
療

機
関
の
休
日
当
番
医
の
割
り
当
て

が
な
い
日
が
あ
り
ま
す
。
休
日
当

番
医
に
つ
い
て
は
、
暮
ら
し
の
情

報
カ
レ
ン
ダ
ー
や
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
休
日
当
番
医
の
割
り
当

て
が
な
い
日
は
、
近
隣
市
町
の
医

療
機
関
が
実
施
す
る
休
日
当
番
医

を
掲
載
し
ま
す
。
休
日
当
番
医
を

実
施
す
る
近
隣
の
医
療
機
関
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

療
な
ど
）を
行
う
、地
域
の
診
療
所
や
医
院

の
こ
と
で
す
。

　
か
か
り
つ
け
医
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
か

か
っ
た
病
気
な
ど
の
診
療
内
容
や
検
査
記

録
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
の
で
、適
切
な
判
断

の
基
で
治
療
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
気
に
な
る
事
が
あ
っ
た
ら
、
ま
ず
は
か

か
り
つ
け
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

で
具
合
が
悪

く
な
っ
た
場

合
は
、
こ
ど
も

救
急
相
談
電

話
を
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。

詳しくはこちら

　
身
近
な
地
域
で
必
要
な
医
療
を
受
け
る

た
め
に
は
、
市
民
一
人
一
人
の
理
解
と
協

力
が
必
要
で
す
。

　
適
切
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
、
地
域

医
療
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

看
護
師
か
ら
、
子
ど
も
の

症
状
に
応
じ
た
適
切
な

対
処
法
な
ど
の
ア
ド
バ

イ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◎
ス
ム
ー
ズ
な
受
診
の
た
め
に
、

受
診
時
に
は
症
状
を
正
確
に
伝

え
、
保
険
証
と

お
く
す
り
手
帳

は
忘
れ
ず
に
持

参
し
て
来
院
し

ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
福
祉
課（
☎
・
内
線
1
0
9
2
）

休
日
当
番
医
の

割
り
当
て
が

な
い
日
が

あ
り
ま
す

09 08No.345 ◎2024．3.7



市役所からのHOT LINE 市役所からのHOT LINE

　

市
は
市
内
観
光
事
業
者（
飲
食

店
、温
泉
施
設
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
）を
対
象
に
、英
語
訳
版
の
案
内

文
章
な
ど
の
作
成
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

■
対
応
例

▼
施
設
情
報
案
内

▼
メ
ニ
ュ
ー
表

▼
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
文
章

※
す
で
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
英
語

訳
版
文
章
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
チ
ェ
ッ

ク
も
可
能
で
す
。

■
費
用　
無
料

■
申
し
込
み
方
法　
翻
訳
を
希
望

す
る
文
章
な
ど
内
容
が
分
か
る
も

の
を
、持
参
ま
た
は
メ
ー
ル
で
提
出詳細はこちら

　

市
は
転
入
や
転
出
な
ど
が
多

く
な
る
年
度
末
・
年
度
初
め
に

合
わ
せ
、
休
日
臨
時
開
庁
を
行

い
ま
す
。

■
開
庁
日
時　
３
月
31
日
㈰
・
４

月
7
日
㈰
午
前
８
時
半
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま

で（
前
々
日
ま
で
の
予
約
者
の
み
）

■
開
庁
場
所　
市
役
所
本
庁
舎
市

民
課（
西
根・安
代
各
総
合
支
所
は

開
庁
し
ま
せ
ん
）

年
度
末
・
初
め
の
休
日

市
役
所
を
臨
時
で
開
庁

■
取
り
扱
い
業
務
内
容（
問
い
合

わ
せ
先
）　

※
毎
週
水
曜
日
は
、
午
後
７
時
ま

で
本
庁
舎
の
窓
口
を
延
長
し
て
い

ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

（
要
予
約
）　
西
根
・
安
代
各
総
合

支
所
が
交
付
場
所
に
な
っ
て
い

る
人
も
、
本
庁
舎
で
交
付
し
ま

す
。
カ
ー
ド
の
移
動
が
必
要
と
な

る
た
め
、
前
々
日
ま
で
に
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。
予
約
は
各
総
合
支

所
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

し
て
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
確
認
し
て

小
規
模
工
事
な
ど
の
受
注

希
望
業
者
を
募
集
し
ま
す

　
市
は
６
・
７
年
度
中
に
発
注
す

る
小
規
模
工
事
や
修
繕
な
ど
に
つ

い
て
、
契
約
を
希
望
す
る
事
業
者

を
募
集
し
ま
す
。

※
見
積
書
の
依
頼
や
契
約
を
約
束

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
登
録
要
件　
市
内
に
本
社
・
本

店
ま
た
は
住
所（
住
民
登
録
）が
あ

り
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な

い
こ
と

⑴
市
税
滞
納
者

⑵
市
営
建
設
工
事
等
請
負
資
格
者

名
簿
登
載
者

■
登
録
で
き
る
業
種　
建
設
業
法

で
定
め
る
29
業
種
の
う
ち
３
業
種

ま
で（
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
や
市
排
水
設
備
指
定
工
事
店

は
、
該
当
業
種
の
登
録
は
不
要
）

※
一
括
下
請
け（
丸
投
げ
）は
不

可
。
自
ら
履
行
可
能
な
業
種
を
選

択
し
て
く
だ
さ
い
。

■
登
録
方
法　
詳
し

く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

■
登
録
有
効
期
限　
８
年
３
月
31

日
㈫

■
問
い
合
わ
せ
先　

総
務 詳細はこちら

観
光
客
向
け
の
英
語
訳
文
章

作
成
を
支
援
し
て
い
ま
す

◎
市
民
課
戸
籍
住
民
係（
☎
・
内

線
１
０
６
１
）

⑴
転
入
・
転
出
な
ど
に
よ
る
住

民
異
動
届
の
受
け
付
け

⑵
戸
籍
謄
抄
本（
広
域
交
付
は

除
く
）、
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑

証
明
書
の
交
付

⑶
印
鑑
登
録
や
登
録
廃
止
手
続
き

⑷
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付（
予
約
し
た
人
の
み
）

◎
市
民
課
国
保
年
金
係（
☎
・
内

線
１
０
７
２
）

⑴
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
の
手
続
き

⑵
国
民
年
金
の
異
動
届
受
け

付
け

⑶
医
療
費
助
成
の
各
種
手
続
き

課
契
約
管
財
係
（
☎
・
内
線

１
２
４
２
、１
２
４
３
）

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
商
工
観
光
課

観
光
振
興
係（
☎・内
線
１
3
４
9
）

緩
和
ケ
ア
に
つ
い
て

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

　
市
立
病
院
は
、
最
期
ま
で
本
人

の
意
思
を
尊
重
し
た
医
療
・
介
護

が
提
供
で
き
る
地
域
を
目
指
し

て
、市
民
公
開
講
座
を
開
き
ま
す
。

参
加
費
は
無
料（
申
し
込
み
不
要
）

で
す
。

■
日
時　
３
月
30
日
㈯
午
後
２
時

か
ら
４
時
半
ま
で

■
場
所　
市
役
所
多
目
的
ホ
ー
ル
棟

■
開
催
内
容　

▼
講
演　
「
A
C
P（
ア
ド
バ
ン

ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）～
自

分
に
あ
っ
た
医
療
と
介
護
に
つ
い

て
考
え
よ
う
～
」

　

市
は「
令
和
６
年
能
登
半
島
地

震
災
害
義
援
金
」の
募
金
箱
を
設

置
し
、義
援
金
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字

社
へ「
被
災
地
全
域
へ
の
寄
付
」と

し
て
送
金
す
る
予
定
で
す
。

■
設
置
場
所　

▼
市
役
所
本
庁
１
階
会
計
課
窓
口

▼
西
根
・
安
代
各
総
合
支
所
窓
口

▼
田
山
支
所
窓
口

■
設
置
期
間　
12
月
20
日
㈮
ま
で

■
受
付
時
間　
開
庁
日（
開
所
日
）

の
午
前
８
時
半
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
福
祉
課

福
祉
総
務
係（
☎・内
線
１
１
１
5
）

▽
講
師　
市
立
病
院　
望
月
泉
統

括
院
長

▼
研
究
発
表　
「
八
幡
平
市
に
住

む
高
齢
者
の
希
望
す
る
最
後
の
療

養
場
所
お
よ
び
緩
和
ケ
ア
に
関
す

る
意
識
調
査
」

▽
発
表
者　
市
立
病
院　
佐
々
木

里
美
緩
和
ケ
ア
認
定
看
護
師

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　
「
最
期
ま

で
あ
な
た
が
大
切
に
し
た
い
も
の

は
な
ん
で
す
か
？
」

▽
講
師　
（
一
社
）日
本
地
域
統
合

人
材
育
成
機
構　
理
事
長　
重
田

由
美
氏

■
対
象　
市
内
在
住
の
人

■
問
い
合
わ
せ
先　
市
立
病
院
地

域
医
療
連
携
室（
☎
76・２
8
0
0
）

■発熱など症状がある場合は
　かかりつけ医またはいわて健康フォ
ローアップセンターに電話相談を
▶いわて健康フォローアップセンター
（☎0570-089-005＝24時間対応）または可
能な限り平日・日中に外来対応医療機関
へ相談・受診
▶外来対応医療機関は右の
ＱＲコードを参照

新型コロナウイルス感染症についての相談先

水
道
使
用
開
始
の
手
続
き

余
裕
を
も
っ
て
申
し
込
み
を

　
３
月
か
ら
５
月
は
水
道
使
用
開

始
の
申
し
込
み
が
集
中
し
、
希
望

日
で
の
対
応
が
難
し
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
水
道
使
用
開
始
の

手
続
き
は
、
使
用
開
始
日
の
３
日

前（
土
日
祝
日
除
く
）ま
で
に
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
手
続
き
の
内
容

詳細はこちら

■
時
間　
平
日
の
午
前
８
時
半
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

■
方
法　
上
下
水
道
課
窓
口
ま
た

は
電
話
で
申
し
込
み

■
提
出
物　
給
水
契
約
申
込
書

※
申
込
書
は
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、

同
課
か
ら
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
電
話
申
し
込
み
の
場
合
は
、

後
日
郵
送
な
ど
に
よ
り
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
上
下
水
道
課

経
理
係（
☎
・
内
線
１
２
8
5
）

高
齢
者
福
祉
計
画
案
へ
の

意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
市
は
、
高
齢
者
の
福
祉
の
増
進

を
図
る
た
め
に
策
定
す
る「
市
高

齢
者
福
祉
計
画
」案
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
期
限　
３
月
13
日
㈬

■
計
画
案
閲
覧
場
所　
健
康
福

祉
課
ま
た
は
西
根
・
安
代
総
合詳細はこちら

支
所
、
田
山
支
所
各

窓
口
ま
た
は
下
記

Q
R
コ
ー
ド
か
ら

も
閲
覧
で
き
ま
す
。

■
提
出
方
法　
任
意
の
様
式
に

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
意
見

を
記
載
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
参
考
様

式
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
意
見
の
公
表　
取
り
ま
と
め

の
上
、
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え

方
や
修
正
内
容
を
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
公
表
し
ま
す（
氏
名
な
ど

は
公
表
し
ま
せ
ん
）。

■
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
福

祉
課
高
齢
福
祉
係
（
☎・内

線
１
0
8
3
）

被
災
地
の
支
援
の
た
め
に

義
援
金
を
募
っ
て
い
ま
す

　
市
は
環
境
基
本
計
画
や
環
境
の

保
全
・
創
造
に
関
す
る
事
項
な
ど

を
審
議
す
る
、
環
境
審
議
会
の
委

員
を
２
人
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
要
件　
次
の
⑴
か
ら
⑶
ま

で
を
全
て
満
た
す
人

⑴
市
内
在
住
で
18
歳
以
上

⑵
市
の
環
境
に
関
心
が
あ
り
、
建

設
的
な
立
場
か
ら
積
極
的
に
関
与

す
る
意
思
が
あ
る

⑶
年
に
１
回
か
ら
２
回
、
平
日
に

開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る

■
任
期　
６
年
４
月
１
日
か
ら
８

年
３
月
31
日
ま
で
の
２
年
間

■
応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
市
民
課
に
持

参
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

か
市
民
課
か
ら
交
付

詳細はこちら

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
限　
３
月
22
日
㈮
午
後

５
時

■
問
い
合
わ
せ
先　
市
民
課
環
境

衛
生
係（
☎
・
内
線
１
0
6
9
）

環
境
審
議
会
委
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

　
農
地
利
用
の
最
適
化
を
推
進
す

る
農
業
委
員
19
人
、農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
27
人
を
募
集
し
ま
す
。

　
性
別
・
年
齢
を
問
わ
ず
、
農
業

に
熱
意
と
識
見
を
有
す
る
人
は
候

補
者
と
し
て
応
募
が
可
能
で
す
。

■
任
期　
６
年
９
月
１
日
か
ら
９

年
８
月
31
日
ま
で
の
３
年
間

■
報
酬　

▼
農
業
委
員
＝
３
万
３
千
円

（
月
額
）

▼
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
＝

２
万
6
４
0
0
円（
月
額
）

■
応
募
期
間　
３
月
18
日
㈪
か
ら

４
月
17
日
㈬
ま
で（
土
日
、祝
日
を

除
く
）の
午
前
８
時
半
か
ら
午
後

５
時
ま
で

■
応
募
方
法　

所
定
の
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
ま

た
は
郵
送（
必
着
）で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
所
定
の
用
紙
、
募
集詳細はこちら

要
項
は
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、

農
業
委
員
と
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
を
募
集

農
業
委
員
会
ま
た
は
西
根
・
安
代

各
総
合
支
所
か
ら
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
農
業
委
員
会

事
務
局（
☎
・
内
線
１
3
5
１
）
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月 Monday 火 Tuesday 水Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday 日 Sunday

※イベントの写真は過去の様子です

毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
か
ら
、エ
フ
エ
ム
岩
手
で
八
幡
平
・
岩
手
・
葛
巻
３
市
町
情
報
発
信
番
組「
H
i
k
i
n
g（
は
い
き
ん
ぐ
）レ
デ
ィ
オ
」を
放
送
し
て
い
ま
す
。

「ピラティス」でバランスの取れた体を目指
そう　３月27日（市総合運動公園体育館）

新メンバーが集結「市スポーツ少年団結
団式」４月14日（市総合運動公園体育館）

安代漆工技術研究センター修了生作品展
３月28日（安代総合支所）、29日（市役所）

地域おこし協力隊員がこれまでの活動の成
果を発表 ３月27日（市役所多目的ホール棟）

 小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

▶当番医（市内）東八幡平病院・
（鹿角）かづの厚生病院▶当番
薬局（市内）柏台薬局・（鹿角）
花輪調剤薬局

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■緩和ケアに関する市民公開
講座　14：00～16：30（市 役 所
多目的ホール棟）※P10参照

■休日臨時開庁　8：30~17：15
（本庁市民課窓口）※P10参照、
マイナンバーカードの交付受
付は9：00~16：00

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）鹿角中央病院▶当
番薬局（市内）リリィ薬局西根
店・（鹿角）ファーマックスか
づの薬局

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

■休日臨時開庁　8：30~17：15
（本庁市民課窓口）※P10参照、
マイナンバーカードの交付受
付は9：00~16：00

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）未定▶当番薬局（市
内）すみれ薬局、あさひ薬局・
（鹿角）花輪調剤薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■おはなしのじかん　11：00～
11：30、14：30～15：00（図書館）
■Story Time　15：00～15：30

（図書館）

■市スポーツ少年団結団式　
9：00～11：00（市総合運動公
園体育館）

▶当番医（市内）東八幡平病院・
（鹿角）未定▶当番薬局（市内）
柏台薬局、りんどう薬局・（鹿
角）日本調剤鹿角薬局

23	 24	

31	

6	 7	

13		 14	

30	

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日
■定例行政相談　9：30～12：00
（市役所本庁舎、大更コミセン）

■図書館休館日
■離乳食教室【受付】　9：30～
9：40（市役所多目的ホール棟）

■春分の日
■市役所閉庁日
■定例行政相談　9：30～12：00
(田山コミセン）

■姿勢改善エクササイズ　
10：00～11：00（市総合運動公
園体育館）
■本のクリニック 10：00～
15：00（図書館）

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）なかのクリニック
▶当番薬局（市内）大更調剤薬
局・（鹿角）黒沢薬局

■市議会３月定例会・休会
（予定）

■市議会３月定例会・委員長
報告ほか（予定）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

■博物館休館日 ■図書館休館日 ■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課）
■ピラティス　10：00～11：30
(市総合運動公園体育館)
■地域おこし協力隊活動報告
会　13：30～14：30（市役所多
目的ホール棟）

■安代漆工技術研究センター
修了生作品展　12：30～16：00
（安代総合支所1階）

■図書館休館日（図書整理日）
■安代漆工技術研究センター
修了生作品展　10：00～15：00
（市役所本庁総合案内前）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■博物館休館日 ■図書館休館日 ■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課）
■移動図書　12：50～14:50　
（松尾地区内）

■広報はちまんたい発行日
■移動図書　13：00～14:40　
（松尾地区内）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

■博物館休館日 ■図書館休館日
■乳児健診【受付】　13：00～
13：15（市役所多目的ホール棟）
■1歳児健診【受付】　13：15～
13：30（市役所多目的ホール棟）

■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課）
■３歳児健診【受付】　13：00～
13：30（市役所多目的ホール棟）

■胃がん検診【受付】　6：30～
8：30（田頭コミセン）

■胃がん検診【受付】　6：30～
8：30（寺田コミセン）

4/1	

8	

3/18	 19	 20	 22	

25	 27	 28	 29	

2	 3	 4	 5	

9	 10	 11	 12	

26	

21	
毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
か
ら
、エ
フ
エ
ム
岩
手
で
八
幡
平
・
岩
手
・
葛
巻
３
市
町
情
報
発
信
番
組「
H
i
k
i
n
g（
は
い
き
ん
ぐ
）レ
デ
ィ
オ
」を
放
送
し
て
い
ま
す
。

常勤医の専門外来日、岩手医大・県立中央病院などの出張診療日
病院名 診療科目 診療日時

八幡平市立病院（☎76-3111）

糖尿病内科 毎週火曜日　　　　　午前中
耳鼻科 毎週水曜日　　　　　午前中
循環器内科 毎週水曜日　　　　　10：00～
心臓・血管外科 第２木曜日　　　　　午前中
血液内科 第３水曜日（奇数月）　14：00～
脳神経外科 第１木曜日　　　　　14：00～
神経内科 第３木曜日　　　　　10：00～
整形外科 第１・３・５火曜日　　9：00～

安代診療所（☎72-3115） 内科 第２木曜日　　　　　午前中
※八幡平市立病院の専門外来など（耳鼻科を除く）は、一般内科もしくは一般外科で初
診を受け、医師が必要と判断した場合、次回から予約受診になります。
※他医療機関に受診中の人は、紹介状が必要です。
※都合により変更・休診となる場合があります。事前に電話で確認してください。

休日救急当番医　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市内 鹿角（市外局番 0186）
八幡平市立病院（☎76-3111） なかのクリニック（☎22-7335）
東八幡平病院（☎78-2511） かづの厚生病院（☎23-2111）

鹿角中央病院（☎23-4131）
▶日曜・祝日の日中（9：00～17：00）　休日救急当番医へ
　日中の診療時間に受診できる人は、日中の時間内に受診しましょう。
　小児の受診を希望する場合は、事前に電話で確認してください。
▶夜間の症状が軽い場合（19：00～23：00）　盛岡市夜間急患診療所【内科】へ
　盛岡市神明町3-29、盛岡市保健所（☎ 019-654-1080）

休日当番薬局　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市内 鹿角（市外局番 0186）
大更調剤薬局（☎70-1320） 黒沢薬局（☎35-3200）※日曜・祝日開局
柏台薬局（☎71-1001） 花輪調剤薬局（☎30-0066）
リリィ薬局西根店（☎78-8560） ファーマックスかづの薬局（☎30-0033）
すみれ薬局（☎78-8075） 日本調剤鹿角薬局（☎30-1193）
あさひ薬局（☎75-2227）
りんどう薬局（☎78-8521）

小児救急入院受入当番病院　（当番日はカレンダー内の日付右側に記載しています）

病院名 電話番号
岩手県立中央病院（中央） 019-653-1151
盛岡赤十字病院（日赤） 019-637-3111
国立病院機構盛岡医療センター（国立） 019-647-2195
▶夜間の症状が重い場合（17：00～翌朝 9：00、土曜日は13：00（祝日の土曜日は 9：00）
から受け入れ）　小児救急入院受入当番病院へ
　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、休日救急当番医や盛岡市夜間急患診療
所が診療していない時間帯に急病の子どもを受け入れます。
　時間外受診が小児救急入院受入当番病院に集中すると、重症な子どもの治療に支障
を来す恐れがあります。症状が軽い場合は、盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。

3月18日 4月14日

各種相談　※相談名欄に（要予約）と記載のある相談は、事前予約が必要

相談名 日時 場所 担当（予約先）
盛岡消費生活センター
出前相談会（要予約）

４月２日㈫ 
13：00～16：00 要相談 市民課

（☎・内線1066 ）

年金相談（要予約） ４月11日㈭
10：00～15：30 市役所多目的ホール棟 盛岡年金事務所

（☎019-623-6211）

人権相談（要予約） 要相談 要相談 市民課
（☎・内線1062 ）

※定例行政相談はカレンダー内に記載しています。
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行事の内容など、詳しくは主催団体などにお問い合わせください。
◆掲載希望は発行月の前月10日までにご依頼ください。
◆掲載は、主催団体などを所管する市の担当課を通じ、依頼のあった記事
を優先します。
◆掲載の確約および採否の連絡はいたしかねます。
◆掲載文は市に一任していただきます。
◆営利を目的とした企業や団体は、広告枠をご利用ください。

年金の手続き忘れずに 
電子申請でも可能です

　20歳以上60歳未満の人は、国民
年金への加入が法律で義務付けら
れています。勤務先を退職（失業）
したときは、厚生年金保険から国
民年金に変更する届け出が必要で
す。市民課国保年金係、西根・安
代各総合支所、田山支所または年
金事務所で速やかに手続きしてく
ださい。また、マイナポータルを
利用した電子申請も可能です。
　保険料の納付期限は翌月末です
が、保険料を納めることが困難な
場合は免除制度があります。退職
（失業）したときは、失業特例が適
用されますので相談してください。

農業を始めるための 
知識を身に付けよう

　県立農業大学校では、新規就農
者研修の受講者を募集します。
■コース　①花き入門 ②野菜入門
■実施期間　①5月7日㈫から10
月21日㈪までの月曜日または火曜
日のうち20日程度 ②5月４日㈯
から10月19日㈯までの毎週土曜日

詳細はこちら 

多重債務で悩んでいる人 
専門員に相談しませんか

　東北財務局盛岡財務事務所で
は、自身や家族の借入金の返済な
どで悩んでいる人の相談に秘密厳
守、無料で応じています。
■日時　平日（祝日、年末年始を
除く )午前8時半から正午まで、
午後１時から４時半まで
■相談専用電話　019-622-1637

金融犯罪の被害を防ぐ 
出前講座開きませんか

　東北財務局盛岡財務事務所で
は、金融犯罪被害を防止するため
の出前講座を無料で行っています。
　地域のコミュニティー活動や
各団体の会合などに出向いて、
キャッシュカード詐欺などの手口
や対策を分かりやすく説明します。
■問い合わせ先　同事務所（☎
019-625-3353）

物価高騰対策が目的の 
賃上げに支援金を支給

　県では、県内に事業所を有する
中小企業などを対象に、１時間当
たり50円以上の賃上げを行った
場合、従業員１人当たり5万円

（最大20人分）を支給します。
■賃上げの対象時期　5年４月
１日から6年9月30日まで
■給付上限　県内全体で40,000人
■申請期限　6年11月15日※た
だし、上限に達し次第終了
■問い合わせ先　物価高
騰対策賃上げ支援事業事
務局（☎019-601-5981） 詳細はこちら 

■問い合わせ先　盛岡地方法務局
戸籍課（☎019-624-1141）

民法の嫡出推定制度 
４月から変わります

　離婚後300日以内に生まれた子
について、母が前夫以外の男性と
再婚後に生まれた場合には、再婚
した夫を父とする出生の届け出が
可能となります。また、3月以前

詳細はこちら 

に生まれた子やその母
も、嫡出否認の訴えを提
起することが可能です。

介護職員実務者研修 
通信課程を開きます

　（福）みちのく協会では、介護職
員実務者研修（通信課程）を行いま
す。受講後は、介護職員実務者研
修修了の資格が得られます。
■定員　40人
■受講期間　４月10日㈬から10月
25日㈮まで
■学習内容　自宅学習による課題
作成、スクーリングによる医療的
ケア介護課程Ⅲ、面接授業

放牧牛の管理を行う 
牧野看視人を募集中

　JA新いわて八幡平営農経済セン
ターでは、市営牧野で放牧牛を管理
する牧野看視人を募集しています。
■応募資格　普通自動車免許
■募集人数　若干名
■雇用期間　４月中旬から11月
中旬まで※月21日程度
■勤務時間　午前8時半から午後
5時まで
■賃金　時給1,150円（通勤手当有）
■勤務地　市営長久保牧野（松
尾）・市営七時雨牧野（西根寺田）
■応募期限　４月12日㈮※応募が
無い場合は、随時受け付けます。
■問い合わせ先　同センター畜産
酪農課（☎75-1111）

家畜を飼養している人は 
定期報告書の提出が必要

　家畜を所有している人は、家畜
伝染病予防法に基づき、毎年飼養
状況を報告する義務があります。
■家畜の種類と報告期限　▶牛、
鹿、綿羊、ヤギ、豚、イノシシ、
馬⇒４月15日㈪ ▶鶏、アヒル、ウ
ズラ、キジ、ダチョウ、ホロホロ
チョウ、七面鳥⇒6月15日㈯
■報告様式　県中央家畜保健衛生
所から配布された様式または同所
窓口に設置されている様式
■報告内容　①２月１日時点の
飼養状況 ②畜舎の平面図など（前
年と変更がなければ省略可能）
■提出先（方法）　▶同保健衛生所
（郵送、持参またはファクス019-
688-4012） ▶市農林課畜産係ま
たは農協の畜産担当（持参）
■問い合わせ先　同保健衛生所
（☎019-688-4111）

労働基準監督官と 
国税専門官を募集

　厚生労働省では①労働基準監
督官を、仙台国税局では②国税
専門官を募集しています。
■第 １ 次試験日　5月26日㈰
■申込期限　3月25日㈪受信有効
■試験概要・申し込み方法　概要
は、各Webサイトを確認してく
ださい。申し込みは、国家公務員
試験採用情報NAVIから申し込
んでください。

NAVI はこちら 

国の平和を守る自衛隊 
幹部候補生などを募集

　自衛隊では、①幹部候補生（一
般・歯科・薬剤科） ②一般曹候補
生 ③予備自衛官補（一般・技能）を
募集しています。
■試験日・申込期限

確定申告は期限内に 
納税には振替が便利

　令和5年分の①申告所得税及び
復興特別所得税、贈与税 ②消費税
及び地方消費税の確定申告期限、納
期限、振替日は下記のとおりです。
　振替納税は便利で確実な制度で
す。既に利用している人は、預貯
金残高を確認してください。

■問い合わせ先　盛岡税務署管
理運営部門（☎019－622－6143）

給与の源泉徴収義務者へ 
定額減税情報を随時更新

　令和6年分所得税の定額減税に
関する情報は、国税庁の定額減税
特設サイトで確認してください。
　盛岡税務署では3月下旬から5

詳細はこちら 

月末までの間に定額減税
に関する説明会を開催す
る予定です。

詳細はこちら 

■資格・申し込み方法　
防衛省の自衛官募集サイ
トを確認してください。

①の概要 ②の概要 

不動産鑑定士が対応 
無料電話相談会開催

　県不動産鑑定士協会では、不動
産に関する電話相談会を開きます。
■日時　４月12日㈮午前9時から
正午まで、午後１時から４時まで
■相談内容　不動産に関する売
買、賃貸借、相続、交換、担保、

詳細はこちら 

訴訟および行政法規など
■問い合わせ先　同協会

（☎019-604-3070）

■問い合わせ先　①岩手労働局
（☎019-604-3001） ②同局人事第
二課試験研修係（☎022-263-1111）

や個人事業主は、住宅ロー
ンなどの免除・減免を申
し出ることができます。

自然災害による被災者の 
ローンなどを免除・減額

　東日本大震災や平成27年9月２
日以降に災害救助法が適用された
自然災害により影響を受けた個人

詳細はこちら 

■問い合わせ先　ローン借入先
の金融機関または東北財務局盛
岡財務事務所理財課（☎019-625-
3353）

■問い合わせ先　盛岡税務署法
人課税第二部門（☎019-622-6141）

■場所　①県立花きセンター ②
県立農業大学校
■経費　①10,000円 ②15,000円
■応募期限　3月22日㈮
■問い合わせ先　同校
①（☎0197-43-2107）
②（☎0197-43-2211）

■問い合わせ先　自衛隊岩手地方
協力本部盛岡募集案内所（☎019-
641-5191）

■問い合わせ先　ねんきん加入者
ダイヤル（☎0570－003－004）または
盛岡年金事務所国民年金課（☎019
－623－6211）

■受講料　保有資格により異なり
ます（3万円から15万円）
■申込期限　3月31日㈰
■問い合わせ先　富士見荘・山本

（☎78-2455）

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

申告・納期限 振替日
① ３月15日㈮ 4月23日㈫
② 4月1日㈪ 4月30日㈫

試験日 申込期限
① 4月20日㈯ 4月12日㈮
② 5月17日㈮～26日㈰ 5月7日㈫
③ 4月12日㈮～21日㈰ 4月11日㈭
※②③の試験日は期間内の1日です。
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岩手県高校総合文化祭に出品した作品「蓮」と心美さん
（校内紫薫ギャラリ－）

4８

　本校家政科学科の3年生12人は、卒業を前に毎年
行っている「感謝の昼食会」・「課題研究発表会」を開
き、3年間の学習の成果を発表しました。

平高noteは
こちら から

平高HPは
こちら から

平高の魅力や話題を発信します

（問い合わせ先) 平舘高校 ☎ 74-2610
HP　http://www2.iwate-ed.jp/tar-h/

生徒からの気持ちのこもった
お弁当に先生は感動

平野 心
こ こ み

美さん
（普通科2年：西根中出身）

美術部・生徒会副議長

　家政科学科の全学年が参加して行われた課題研
究発表会では、3年生の保育研究班、被服研究班
と家庭クラブ研究班が、２年生からは家庭クラブ
とホームプロジェクトの計5つのグループが研究
発表を行いました。どの研究も家庭科の学習を基
本に、地域にも目を向けて取り組んだ内容で、千
葉校長は「平高が地域に果たす役割の大きさを感
じました」と充実した研究内容を評価しました。

地域資源活用（紫根染・地熱染）について発表した３年生家庭クラブ研
究班。地熱染の布を和服に仕立てた作品（写真右側の展示）は見事です 

　感謝の昼食会では、地元食材にこだわって完成さ
せたお弁当を、お世話になった先生へ届けました。
分担して作った料理は彩りも味も良く、丁寧に仕上
げられ、集大成にふさわしい出来栄えでした。また、
添えられた文集にもそれぞれの成長が十分感じられ
ました。柴崎光

み つ き

祈さんは「たくさんの経験により学校

● １19／

● 地域資源に目を向けた研究成果などを発表１
23／

だけでなく地域にも目を
向け視野が広くなったよ
うに感じます。入学の時よ
り、学力も料理技術も成長
したと思います」と3年間
をふり返りました。

お世話になった先生へ感謝のお弁当

家政科学科３年生　学びの集大成発表
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。

感
謝
の
お
弁
当

平高公認キャラクター
「平丸くん」

ビシ
ッ

一緒に平高を もり上げましょう

※個人情報保護の観点から、ホームページには掲載しないこととしました。

■人口の動き【１月31日現在　（　）は前月比】
地 区 人 口 世 帯 数
西 根 14,364（－25） 6,292（－3）
松 尾 5,427（＋20） 2,639（＋32）
安 代 3,728（－17） 1,704（－6）
合 計 23,519（－22） 10,635（＋23）
男 性 11,357（－11）
女 性 12,162（－11）

出生 5 死亡 57
転入 75 転出 45

項 目 1月
人身事故 1（1）
物損事故 69（61）
負 傷 者 1（1）
死 者 0（0）
飲酒運転 0（0）
火 災 1（1）
救 急 53（136）

■交通事故発生件数など　（　）は前年同月の数

●○●○●○

健やかに
（行政区・性別・保護者）

　
　
　
　

安らかに安らかに

お幸せに

（
（
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松尾鉱山資料館松尾鉱山資料館だよりだより
M A T S U O  M I N E  M U S E U M

松尾鉱山資料館　TEL 78-2598

 図書館　TEL 75-1700
松尾コミュニティセンター図書室　TEL 76-3235
荒屋コミュニティセンター図書室　TEL 72-2505

図書館図書館だよりだより
L I B R A R Y

資料館ＨＰはこちら 

松尾鉱山のお寺さん

　松尾鉱山創立の頃、葬儀は麓の畑地区に下って行
われていましたが、大正10（1921）年7月に供養塔が
山内に建てられ、仏事はその都度、松尾村鷲

じ ゅ れ ん じ

連寺、
田頭村東

と う じ じ

慈寺の住職が来山奉仕していました。その
後、会社と従業員の寄付によって集められた浄財
2,300円をもって、昭和２（1927）年 11月にお寺が建立

されました。お寺
は普

ふみょうどう

明堂と名付け
られ、同時に高橋
鉄
てっしん

真和尚が住職と
して仏事を営むよ
うになりました。
普明堂は宗派に属昭和 8 年頃の明義寺

さない斎場として私的施設でしたが、20（1945）年8
月に宗教団体法により曹洞宗の寺院として知事の認
可を受け、明

み ょ う ぎ じ

義寺と名を改めました。開創から44
（1969）年の閉山まで、42年の間には大落盤事故、住宅
の大火災、児童圧死事故など悲しい出来事があり、
そのたびに人々の心を慰めてきました。

柏台公葬地にある供養塔

　松尾鉱山閉山の翌年、明義寺も閉鎖されることとな
り無縁仏84体と「てんてん山」と呼ばれ親しまれてきた
小高い丘の上に建つ供養塔は、誰もいなくなった鉱山
跡地に残されていま
したが、閉山から12
年たって、旧松尾村
が柏台の公葬地に移
し、今も静かにたた
ずんでいます。

安住の地を得た供養塔

悲しみに寄り添い、心の支えになった存在

図書館ＨＰはこちら 

　子どもの頃は簡単に折れていたのに、いつの間に
か作り方を忘れてしまった折り紙。「つる」や「かぶ
と」を何も見ないで折れますか？
　思い出しながら折ることは脳の
トレーニングにもつながります。
伝統的な折り紙が多いので、昔話
をしながら、みんなで折るのも楽
しそうです。

◆ＤＶＤ　１3枚
タイトル レーベル

銀河鉄道の父 キノフィルムズ
母性 エイベックス・ピクチャーズ
PUI PUI モルカー バンダイナムコフィルムワークス
ミッキー＆ミニー クラ
シック・コレクション ウォルト・ディズニー・ジャパン

■■　新着視聴覚資料の紹介
　新しい視聴覚資料の一部を
紹介します。貸し出し中の場
合は予約してください。

◆CＤ　9枚
タイトル アーティスト

いつも何処かで 桑田 佳祐
祝～祝い唄で泣き笑い～ 福田 こうへい
大人の涙 マカロニえんぴつ

 ◆４月から夏季の開館時間に変わります
■開館時間　午前9時から午後7時まで
■期間　４月１日㈪から11月30日㈯まで

◆新着ピックアップ
『脳の筋トレ！思い出しおりがみ』

監修／古賀 良彦　編集・出版社／主婦の友社

Vol.110

はちまんたい通信は
こちらから

起業家万博東北地区大会で「ベッドサイ
ドヒーロー」について発表する金野さん。
この大会で最高賞を受賞し、３月14日に
開かれる全国大会に出場します。

今月の担当

金
こ ん の

野 利
と し や

哉 さん

地
域
お
こ
し
協
力
隊
生
活

が
３
月
末
を
持
っ
て
終

了
と
な
り
ま
す
。私
が
八
幡
平
市

に
来
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
ス

パ
ル
タ
キ
ャ
ン
プ
へ
の
参
加
が

令
和
２
年
秋
な
の
で
、時
が
経
つ

早
さ
に
と
て
も
驚
い
て
い
ま
す
。

在
任
中
に
手
掛
け
た
市

公
式
L
I
N
E
は
、火

災
発
生
や
気
象
警
報
な
ど
の
情

報
を
自
動
で
配
信
す
る
仕
組
み

が
多
く
の
人
か
ら
好
評
を
得
て

い
て
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
今
後

も
普
及
活
動
や
機
能
な
ど
の
開

発
に
携
わ
っ
て
い
け
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
６

月
に
起
業
し
大
更
駅
前
に

Gゴ

ー

ル

デ

ン

o
l
d
e
n
　
Fフ

ィ

ー

ル

ド

i
e
l
d

株
式
会
社
を
設
立
し
ま
し
た
。

会
社
で
は
、
防
災
・
救
急
・
医

療
に
関
す
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
開
発
を
行
っ
て
い
て
、
中
で

も「
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
ヒ
ー
ロ
ー
」

と
い
う
救
急
隊
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
国
内
だ

け
で
な
く
発
展
途
上
国
な
ど
海

外
で
の
事
業
展
開
を
目
指
し

て
、
日
々
開
発
に
い
そ
し
ん
で

い
ま
す
。

卒
業
後
は
地
元
企
業
と
し

て
、
引
き
続
き
皆
さ
ん

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

な
事
業
を
展
開
し
な
が
ら
社
会

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
３
年
間
の
活
動
で
知

り
合
っ
た
皆
さ
ん
や
お
世
話
に

な
っ
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
月
は
八
幡
平
キ
ッ
チ
ン
を
掲
載
予
定
で
す
。

横間駅

横間駅で下車して春の訪れを感じる

　JR花輪線の魅力と駅周辺の見どころを紹介。
　列車に揺られて、のんびりと市内の名所を楽しんでみませんか。

第9回目は

横間駅横間百姓一揆之碑

やがましらの館

水芭蕉群生地

群生地までの道のりに設置され
た案内板

あたり一面に広がる水芭蕉
（平成28年４月16日撮影）

　昭和41（1966）年11月１日に設置され、集落
を見渡せる見晴らしの良い丘の上にホーム
がある横間駅。駅から3㎞ほど西へ進んだと
ころには、帯状に広がる水芭蕉の群生地があ
ります。地元の人が保全活動を行い、地域の
宝として大切に守られている場所です。
　例年、水芭蕉は安代地区の桜が咲き始め
る４月中旬から下旬ごろに見頃を迎えま
す。花輪線に乗って、散策してみてはいか
がでしょうか。

　横間駅を下った先にある「やがましらの館」
周辺では、毎年7月に「横間虫追い祭り」が行わ
れます。鬼をかたどったわら人形を担ぎ、地域
を練り歩く伝統行事を
見に行きませんか。
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皆さんからの情報をお寄せください。
企画財政課広報広聴係（☎・内線１２0２）

防
災
行
政
無
線
は
放
送
後
24
時
間
以
内
で
あ
れ
ば
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
防
災
行
政
無
線
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス（
☎
68
・
７
３
１
３
）　
※
通
話
料
は
利
用
者
負
担

知ってナッ得

みんなの
安心

この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

防災安全課　地域安全係 ☎・内線 1265
　　　　　　消防防災係 ☎・内線 1261

◇
銀
章（
勤
続
10
年
以
上
）＝
鈴
木
綾あ

や
こ子

さ
ん

（
上
寄
木
）、種
市
啓け

い
じ司

さ
ん（
荒
屋
新
町
）

事
故
・
犯
罪
の
な
い
社
会
へ

活
動
の
功
績
を
た
た
え
て

　
交
通
安
全
や
防
犯
の
分
野
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
活
動
や
啓
発
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

■
知
事
表
彰（
市
町
村
交
通
指
導
員
）

◇
功
績
章（
勤
続
20
年
以
上
）

表彰

■
県
交
通
指
導
隊
連
絡
協
議
会
長
表
彰

（
勤
続
５
年
）＝
佐
藤
千ち

あ
き秋

さ
ん（
大
久
保
）、

伊
藤
義よ

し
ゆ
き幸

さ
ん（
五
日
市
４
区
）、村
上
伸の

ぶ
お男

さ
ん（
畑
２
区
）

■
県
防
犯
協
会
連
合
会
長
表
彰（
防
犯
隊

勤
続
20
年
以
上
）

 市交通指導隊
中村 直

な お み

美さん
＝町組＝

 市交通指導隊
佐藤　進

すすむ

さん
＝駅前二区＝

 市防犯隊
髙橋 達

た つ や

也さん
＝小福田＝

市防犯隊
武田 竜

り ゅ う じ

二さん
＝大石平＝

　
地
震
や
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
は
、
想

像
を
超
え
る
力
で
襲
っ
て
き
ま
す
。
日
頃

か
ら
防
災
対
策
を
し
て
お
く
こ
と
で
、
被

害
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

●
家
の
中
の
防
災
対
策

　
過
去
の
地
震
災
害
で
は
、
倒
れ
て
き
た

家
具
の
下
敷
き
に
な
り
、
多
く
の
人
が
け

が
を
し
た
り
、
亡
く
な
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。
転
倒
防
止
の
た
め
に
突
っ
張
り
棒
の

設
置
や
重
い
も
の
を
下
に
収
納
す
る
な
ど

の
対
策
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
停
止
へ
の
備
え

　
大
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、
電
気

や
ガ
ス
、
水
道
、
通
信
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
が
長
時
間
に
わ
た
っ
て
止
ま
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
自
力
で
生
活
で
き
る
よ
う
、

最
低
３
日
分
の
飲
料
水
や
非
常
食
な
ど
を

備
蓄
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
安
否
の
確
認
方
法
を
家
族
で
決
め
て
お
く

　
災
害
発
生
時
に
家
族
が
ま
と
ま
っ
て
行

動
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
お
互
い
の

安
否
を
確
認
で
き
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
安

否
確
認
の
方
法
や
集
合
場
所
な
ど
を
話
し

合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

災
害
時
に
命
を
守
る

家
庭
で
の
防
災
対
策

防災
　
詳
し
く
は
市
防
災
マ
ッ

プ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

詳細はこちら 

ナイトツアー向けに、特別にライトアップされた氷瀑

自然の造形美を見上げる
七滝ナイトツアーで厳寒期の氷瀑を体感

　七滝氷瀑ナイトツアーは２月3日、県民の森フォレス
トアイを出発点に開かれ、15人の参加者が、踏みしめる
雪の音を感じながら、非日常的な冬景色を楽しみました。
　片道約3.5㌔の道のりを１時間半ほど歩くと、薄青色
の厳かな表情を見せる氷瀑に到着。参加者は落差約30
㍍の滝の両脇に凍り付いた冬の絶景を、無言で見上
げていました。初めて七滝の氷瀑を見たという佐々
木基

もとき

さん（盛岡市）は「大きくて迫力があり、暗い中で
照らされ幻想的だった」と感動した様子でした。

日中の氷瀑の様子（２月11日撮影）

市空き家利活用セミナーで、空き家
の相続登記や相続税、贈与税の手続
きを学んだ（１月21日、市役所）

手作りのボードを手に被災地への寄付を募る生徒

今自分たちにできることを
西根中生が能登半島地震への支援募金を呼び掛け

　西根中は２月２、5の両日、能登半島地震の被災者を
支援しようとベルフ八幡平で募金活動を行いました。
　校外での活動は、生徒会執行部が自発的に発案した
もので、店の出入り口付近で支援を呼び掛けると、買
い物客が次々と募金をしていました。
　生徒会副会長の石井慶

け い じ

治さん（２年）は「被災した人が、
いち早く普段の生活に戻れるよう、力になりたくて活動
した。地域のさまざまな人に被災地への関心を持っても
らえれば」と思いを込めました。

２月10日で100歳を迎えられた小野
寺タミさん＝荒木田＝これからも
お元気で（２月13日、自宅）

２月10日で100歳を迎えられた畠
山幸次郎さん＝五日市４区＝これ
からもお元気で（２月22日、自宅）

◇
功
績
章（
勤
続
20
年
以
上
）
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皆さんからの情報をお寄せください。
企画財政課広報広聴係（☎・内線１２0２）

皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1202まで。

台湾の子どもたちが、教育旅行の一
環で市役所を表敬訪問。滞在中はス
キーなどを体験（１月24日、市役所）

冬山遭難を想定した救助技術の向
上を図る（２月４日、八幡平遭難対
策委員会による山岳遭難救助訓練）

雪を楽しむイベント満喫
県民の森に開設のスノーパークに歓声広がる

　市ゆきフェスティバル2024（市観光イベント実行
委員会主催）は１月27日から２月12日にかけ、市内の
ホテルや飲食店などと連携して行われました。
　27日のオープニングイベント会場となった県民の
森にはイルミネーションのほか、雪すべり台やミニ
かまくらが設けられ、訪れた子どもたちは夢中で、
雪遊びを楽しんでいました。鈴木樂

がく

ちゃん（柏台保育
所ゆり組・5歳児）は「前は雪だるまをつくって遊ん
だ。今日はそりで遊びたい」と笑みを浮かべました。県民の森につくられた雪滑り台を楽しむ子どもたち

名護市の友好都市４市の関係者も参加し、祭りの開始を祝う

交流継続で絆を確かめ合う
15万人が訪れる名護さくら祭りを今年も訪問

　第61回名護さくら祭りは１月27、28の両日、沖縄県
名護市で開かれ、八幡平市からは田村泰彦副市長を始
めとした6人の訪問団が参加しました。
　3年ぶりの開催となった昨年に引き続き参加した訪
問団は、他の友好都市の関係者とともに、オープニン
グセレモニーやパレードに参加し、交流を深めました。
　まつりに先だって開かれた名護さくらの女王発表祝
賀会では、新しく就任した3人に市の特産品である
安比塗の認定証を副賞として贈呈しています。

市民サービス向上にタッグ
連携で複雑化する行政ニーズの解決につなげる

　八幡平市と岩手県行政書士会との行政手続に関する
連携協定の締結式は２月13日、市役所で行われました。
　連携は、行政書士のノウハウを地域課題の解決につ
なげ、市民サービスの向上を図ることを目的としたも
ので、本市との協定締結は県内では5番目となります。
　行政書士会の岡田秀

ひ で じ

治会長は「住民の行政への橋
渡しや手続きの迅速化の支援に加え、自治体が抱え
る課題の解決に一緒に取り組んで行きたい」と抱負
を述べました。 協定を結んだ県行政書士会の岡田会長（左）と佐々木市長

受賞の報告に来庁した土橋さん（右）と佐々木市長

これからも地域のために
交通安全への献身的な活動が認められる

クロスカントリースキーの走力と射撃
の正確さを競った（１月27、28の両日、
第33回東日本バイアスロン選手権大会）

ゴール前の直線でラストスパートを掛ける

息を合わせて銀世界を疾走
20年以上続く恒例の犬ぞりレースが今年も開催

　犬ぞりレースの2024マッシャーズチャンピオン
シップin岩手山大会は１月27、28の両日、松尾寄木
の特設会場で開かれました。
　犬の数や距離別で設けられたレースに、県内外から
延べ70チーム、約100匹が参加。乗り手の「マッシャー」と
犬はゴールを目指し雪原を駆け抜けました。5000㍍の種
目に参加した高橋祐

ゆ う こ

子さん＝奥州市＝は「意思疎通が
難しくトラブルも起こるが、それも楽しい。犬の体力を
考慮しながら無理なく続けたい」と笑顔で語りました。

「日本遺産奥南部漆物語」を学び・
語る会で漆器の歴史的価値を学ん
だ（１月28 日、畑コミセン）

ハイゼックス（災害用炊飯袋）を
使った被災時の炊飯体験で防災意
識を向上（２月15日、西根中）

市商工会青年部が企画し、絵師のた
ぐさんが描いた似顔絵を市内の年長
園児に贈呈（２月14日、柏台保育所）

本年度の学習の締めくくり
田頭曙大学が閉講式を開き一年を振り返る

　高齢者講座田頭曙大学の閉講式は１月26日、田頭
コミセンで開かれました。
　生涯学習の場として51回続く曙大学は本年度、健康
や防災についての講話やニュースポーツ体験など幅
広い講座を開講。受講者45人に手作りの修了証書が贈
られたほか、全４回受講した14人には、皆勤賞が贈ら
れました。遠藤啓

け い し ろ う

四郎さん＝中村＝は「体を動かしな
がら皆さんと楽しく交流できた。来年度も心身の健康
のために参加したい」と顔をほころばせました。受講者に、クルミ絵飾りがあしらわれた修了証書を贈呈

　市交通指導隊松尾地区隊長を務める土
つちはし

橋徳
とくぞう

造さん
＝野駄＝が１月25日、市役所を訪れ、佐々木孝弘市
長に緑十字銀賞の受賞を報告しました。
　この賞は、交通安全への功績が顕著な人に警察庁長
官などの連名で贈られるもので、土橋さんは旧松尾村
交通安全協会代議員をはじめ、55年にわたり地域の交
通安全活動に尽力されてきました。土橋さんは「交通事
故が起きないようにとの思いで取り組んできた。受賞
は皆さんのおかげです」と周囲の理解に感謝しました。
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も
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ま
く
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り
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を
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動
力
に
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舞
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戦

　
「
こ
ん
な
輝
か
し
い
賞
に
選
ば
れ

る
こ
と
は
無
か
っ
た
の
で
、
自
分
が

一
番
驚
き
ま
し
た
」と
笑
顔
を
見
せ

る
の
は
、
昨
年
12
月
に
行
わ
れ
た
５

年
度
県
社
会
人
野
球
ベ
ス
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ナ
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表
彰
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表
彰
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し
た
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手

選
手
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ら
れ
る
渡
邊
学ま

な
ぶ

賞
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受
賞

し
た
高
橋
凌
平
さ
ん
。
Ｊ
Ｒ
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岡
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野
球
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、
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は
投
手
と
し
て
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試
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に
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で
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を
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当
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知
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う

ま
い
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い
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」

と
振
り
返
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が
、中
学
３
年
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に
は
地

区
選
抜
に
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れ
る
ま
で
に
実
力
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つ
け
る
。
練
習
時
間
の
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保
も
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え
、

地
元
の
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舘
高
校
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進
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と
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恩

師
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小
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先
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現
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舘

高
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部
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督
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出
会
う
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自
分
を

ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
使
い
続
け
て
く

れ
た
。
お
か
げ
で
成
長
で
き
た
し
、社

会
人
野
球
の
選
択
肢
も
提
案
い
た
だ

い
た
」と
、今
も
感
謝
し
き
れ
な
い
。

　
好
き
な
野
球
を
、
働
き
な
が
ら
続
け

る
こ
と
を
心
に
決
め
、
Ｊ
Ｒ
盛
岡
硬
式

野
球
部
に
入
部
。
体
の
使
い
方
な
ど
、

今
ま
で
深
く
考
え
て
い
な
か
っ
た
部
分

も
意
識
し
て
、練
習
と
向
き
合
っ
た
。迎

え
た
高
卒
４
年
目
、
先
発
を
任
さ
れ
た

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
岩
手
県
野
球
連
盟
定
期

リ
ー
グ
戦
の
初
戦
で
は
、初
完
封
か
つマ

ダ
ッ
ク
ス
※
を
達
成
し
、
自
ら
の
成
長

を
実
感
す
る
'23
シ
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ン
と
なっ
た
。

　
勤
務
先
で
は
新
幹
線
の
保
守
業
務

を
担
当
し
な
が
ら
、週
末
に
野
球
と
向

き
合
う
高
橋
さ
ん
の
目
標
は
、都
市
対

抗
野
球
の
本
戦
出
場
。「
こ
れ
ま
で
以

上
に
深
く
野
球
の
こ
と
を
考
え
て
練

習
に
取
り
組
み
た
い
」と
さ
ら
な
る
高

み
を
目
指
す
。

緩急を織り交ぜたピッチ
ングで勝負する高橋さん

※マダックス：投球数100 球以内で相手打線を完封すること

平成14年生まれ。平舘高卒、現在はＪＲ盛
岡硬式野球部に所属し背番号は14。投手(右
投げ）で武器は「綺麗なストレート」。趣味
は筋トレと音楽鑑賞。自分の性格を「心配
性」と分析。好きな言葉はゲームで知った
「前向きになれば、前向きな未来が描ける」。




